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どこでも出掛けます!

中田町長の「出前講座」

２

七
月
か
ら
募
集
し
て
い
ま
し
た
中
田
町
長
の
「
出
前
講
座
」
に
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
の
勝
浦
町
は
ぐ
く
み
グ
ル
ー
プ
か
ら
申
込
み
が
あ
り
、
八
月
一
日(

火)

、
沼

江
に
あ
る
勝
浦
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
じ
め
て
の
出
前
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

は
ぐ
く
み
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
出
葉
委
員
長
は
じ
め
十
名
の
会
員
が
参
加
さ
れ
、

日
ご
ろ
の
子
育
て
の
中
で
感
じ
て
い
る
不
便
な
こ
と
や
悩
み
ご
と
、
あ
る
い
は
子

育
て
支
援
施
策
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

出
前
講
座
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

意
見

町
の
行

事
や
イ
ベ
ン
ト
、

ど
う
し
て
も
子

供
づ
れ
で
は
行

き
に
く
い
用
事
な
ど

の
時
、
少
し
の
間
子
供
を
預
け
る
託
児

施
設
開
設
な
ど
の
事
業
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
病
気
や
介
護
な
ど
で
短
期
間

子
供
を
預
け
る
施
設
は
で
き
な
い
か
。

回
答

以
前
は
、
幼
児
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
制
度
が
あ
っ
た
が
、
活
用
が
な
か
っ

た
。託

児
の
た
め
の
施
設
と
し
て
、
社
会

福
祉
法
人
の
活
用
な
ど
検
討
し
た
い
。

意
見

子
育
て
支
援
事
業
で
、
私
た
ち

は
こ
の
は
ぐ
く
み
グ
ル
ー
プ
に
参
加
で

き
て
い
る
が
、
町
内
で
支
援
を
受
け
ら

れ
る
人
も
限
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
多

く
の
保
護
者
が
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
。

回
答

ど
う
し
て
も
仕
事
の
た
め
、
子

育
て
支
援
施
設
の
開
所
時
間
に
は
不
在

の
保
護
者
が
多
い
。
今
後
、
町
域
を
越

え
た
保
育
事
業
が
検
討
さ
れ
始
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
状
況
に
よ
り
広
範

囲
な
子
育
て
支
援
が
で
き
な
い
か
検
討

し
た
い
。

意
見

勝
浦
病
院
に
子
供
の
ホ
ー
ム
ド

ク
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
予
防
接
種
の
申
込
み
時
間

を
拡
張
し
て
ほ
し
い
。

回
答

病
院
の

運
営
委
員
会
な

ど
で
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
が
、

常
時
受
診
で
き

る
体
制
は
子
供
の
数
な
ど
か
ら
難
し
い

と
思
わ
れ
る
。

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
よ
り
的
確

に
実
施
す
る
た
め
に
時
間
を
制
限
し
て

い
る
よ
う
で
あ

る
が
拡
充
で
き

る
余
地
が
な
い

か
検
討
す
る
。

意
見

保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
保
護
者
等
の
意
見
を

十
分
把
握
し
て
も
ら
い
た
い
。

回
答

民
間
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
を
十
分
調
査
し
、
そ
の
内
容
を

報
告
す
る
な
ど
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分

聞
い
た
上
で
検
討
し
た
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

勝
浦
町
の
子
育
て
支
援
を
テ
ー
マ
に

町長に就任以来、住民の皆さんとお話しする機会作

りのため、７月から町政に関する御提言をお聞かせい

ただく「出前講座」の開設をいたしております。

「出前講座」としていますが、各種団体やグループ

を対象として、町政への御提言のほか皆さんが日ごろ

疑問に思っていること等をお聞かせ願う機会と考えて

いますので、担当まで出前の要請をしていただければ、

その会場に参上いたします。

お聞かせください！町政への御提言

「出前講座」
申し込み時確認事項

①団体（グループ）名

②代表者の住所、氏名および職名

③代表者の連絡先

④希望開催日、開催予定場所

⑤特に意見や疑問がある町の施策の

有無、内容

（開催が決定した後、内容を記載した

文書をいただく場合があります）

出
前
講
座

開
催
！

と
き

平
成
十
八
年
八
月
一
日

・

と
こ
ろ

勝
浦
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【申し込み･問い合わせ先】担当課:勝浦町総務税務課（総務担当） 担当:野上・山田 連絡先: （42）2511

町内なら

電話１本で
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今年度の敬老行事について

平成18年度中に、100歳に到達される方

坂 本 高尾智惠子 （100歳）

横 瀬 谷 ヲタネ （99歳）

100歳以上の長寿の方

中 角 柴田ヤスヱ （104歳）

中 山 坪 井 カ ズ （103歳）

星 谷 坂口キクヱ (102歳）

坂 本 阿部カメノ (100歳）

95歳以上の長寿の方

掛 谷 駒津コツユ （97歳）

沼 江 橋 谷 住 榮 （97歳）

石 原 大西喜代子 （96歳）

今 山 笠木アサヱ （96歳）

中 山 神原ヤスノ （96歳）

横 瀬 柏木ツルヱ （95歳）

今 山 井出クニヱ （95歳）

星 谷 德山アサノ （95歳）

生 名 藤 田 ウ シ （95歳）

星 谷 大西シゲ子 （95歳）

久 国 池内ムメノ （95歳）

中 山 中野ツルヱ （95歳）

中 角 武 田 福 美 （95歳）

ますますのご健康とご長寿を

お祈りいたします。

※敬称略、掲載は年齢・誕生日順です。
※年齢は平成18年９月１日現在です。

～勝浦町のご長寿者紹介～

高齢者の方々に対して、感謝とご長寿のお祝いを目的と

した町民のつどいを開催します。

今年度、米寿・喜寿を迎えられる方々への記念品贈呈や、

老人クラブ活動の推進功労者表彰などをおこないます。

該当者 案内ハガキを送付します。

今年の該当者は満75歳以上の方です。

実施日 ９月16日
会 場 農村環境改善センター

受付：午前８時～ 開会：午前10時

※横瀬保育所児童による歌と踊りは、９時45分の予定です。

80歳以上の方々を対象に、長寿祝いとして敬老年金を

支給します。

該当者 満80歳以上の方で、過去１年間勝浦町に住所が

ある方（転出を１年間されていない方）

実施日 勝浦町敬老町民のつどい受付時にお渡しします。

※慶祝訪問に該当されている方は、訪問時にお渡しします。

毎年、長寿者の方の、ご長寿と健康を祝福するため、

ご自宅を訪問し、祝状・記念品を贈ります。

該当者 満95才になられた方、白寿、百歳、百歳以上の方

第37回 勝浦町敬老町民のつどい

敬 老 年 金

慶 祝 訪 問

コース 運 行 時 間 ・ 経 路

勝浦川北岸コース

（今山から）

午前８時出発

①今山ふれあい交流館 → ②今山銀杏の木 → ③黒岩中央橋北詰め → ④星谷四つ角
→ ⑤星谷西尾さん宅前 → ⑥第四分団(中山)消防詰所前 → ⑦横瀬東停留所 →

⑧横瀬停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後12時30分発

県道徳島上那賀線

コース（石原から）

午前８時30分出発
①徳島バス石原停留所 →（各停留所前で停車します）②横瀬停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後１時30分発

県道徳島上那賀線
コース（坂本から）

午前８時30分出発

①徳島バス黄檗上停留所 →（各停留所前で停車します）→ ②三溪東停留所 → 会場

★帰りの送迎バス出発時刻…午後12時30分発

▼送迎バスの運行表（敬老町民のつどい） 送迎バスを二台運行します。最寄のバス停留所等で乗(降)車してください。

勝浦町では、長年にわたり地域社会、町の発展にご尽力されてこられ

た高齢者の方々に対して、感謝と敬意、またご長寿のお祝いを目的とし

た敬老行事を毎年実施しています。今年も各行事を、次の日程で実施し

ます。いずれの行事も基準日は平成18年９月１日となっております。
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まちかど散歩みち

故
吉
岡
定
冶
さ
ん
（
沼
江
）
は
、

昭
和
十
七
年
、
教
職
に
就
か
れ
、

そ
の
後
軍
隊
へ
入
隊
。
終
戦
後
、

日
野
谷
小
学
校
を
始
め
と
し
て
、

昭
和
五
十
六
年
四
月
、
小
松
島

市
千
代
小
学
校
校
長
を
最
後
に
、

三
十
九
年
間
の
教
職
員
生
活
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
退

職
後
は
、
本
町
の
同
和
教
育
振
興
に
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
故
吉
岡
さ
ん
の
多
年
に
わ
た
る
教
育
行
政
へ

の
情
熱
と
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光
章
の

栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
こ
の
教
育
行
政
へ
の
貢
献
と
数
々

の
ご
苦
労
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
、
叙
勲

の
栄
誉
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

勝浦町の皆さん、はじめまして。

私はエリン・ライエンダイクと申します。勝浦町の

新しいＡＬＴです。1983年10月28日生まれで、22歳で

す。アメリカ（ミシガン）で生まれました。ミシガン

は、5つの五大湖に囲まれており、私は湖のそばで暮

らしていました。私の兄弟は二人で、弟は８歳、そし

て兄は24歳です。ミシガン大学では、英語と歴史を勉

強し、時に学生たちに書くことを教えたり、小さな子

どもたちに読み聞かせることをしていました。在学中

の一年間、イギリスに留学しヨーロッパを旅行もしま

した。

これから、時間がある時はバスケットボールやサッ

カーがしたいです。またハイキングやキャンプ、マウンテンバイクがとても好きなので、

四国という土地で暮らすことに胸を躍らせています。旅行し、他の文化を経験し、いろい

ろな人たちと出会うこと、それが私の情熱の源です。

日本に住み、日本文化について学ぶことをとても楽しみにしています。私は、勝浦町で

ＡＬＴになることができ本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

エリン・ライエンダイク
米国ミシガン州出身（22歳）

外国語指導助手の紹介

故吉岡定冶さん（沼江）

瑞宝双光章受章

教育行政に貢献
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machikado sanpomichi

六
月
二
十
八
日
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
か
ら
、
防
犯
用
具
「
さ
す
ま
た
」
の
寄
贈
を
受
け

町
内
の
小
中
学
校
、
二
保
育
所
に
配
布
し
ま
し
た
。

生
比
奈
、
横
瀬
小
学
校
で
は
、
不
審
者
浸
入
に
備

え
防
犯
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

一昨年、昨年に続き今年もインターン生が来町

し、田舎体験や地域交流を通じて本町の暑い夏を

満喫していただきました。今回は、早稲田大学４

年で菊池紘子さんが８月11日から18日までの８日

間の日程でした。

お父さんの出身が愛媛県の彼女は、東京生まれ

東京育ちで10ヶ月のアメリカ留学を終え７月帰国

したばかり、明るく人見知りしない好奇心旺盛な

性格で、まちづくりやグリンツーリズムにとても

興味があり、本町への受入が決まりました。

“ふれあいの里さかもと”や“よってネ市”の就

業体験、すだちやなすの収穫など農家体験の他、

勝浦の阿波踊りにも“うきうき連”で参加し友好

を深めました。

防
犯
用
具
寄
贈

学
校
の
安
全
に
備
え

▲勝浦町のいろいろ
な体験や交流は、
どれをとっても魅
力的で元気づけら
れました

▲森本さん宅では、かまどでご飯を炊きました

民
泊
も
貴
重
な
情
報
源
で
し
た

阿波踊りとても
楽しかったです

地域づくりインターン事業
今年は菊池さん

�
-
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阿
波
人
形
じ
ょ
う
る
り
伝
承
教
室

開
催

「
阿
波
人
形
じ
ょ
う
る
り
伝
承
教
室
」（
徳
島
県
教

育
委
員
会
主
催
）
が
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
生
比
奈
小
学
校
の
児
童
六
人
が
人
形
遣

い
の
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
徳
島

が
誇
る
伝
統
芸
能
で
あ
る
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
に
触
れ

て
も
ら
い
、
後
継
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

勝
浦
座
の
方
が
児
童
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

指
導
を
受
け
た
児
童
の
一
人

は
、「
人
形
は
も
っ
と
軽
い
と
思
っ

て
い
た
け
ど
、
と
て
も
重
く
て

疲
れ
ま
し
た
。
自
分
で
人
形
を

動
か
す
と
本
物
が
動
い
て
い
る

よ
う
で
楽
し
か
っ
た
し
、
も
っ

と
上
手
に
な
り
た
い
で
す
。
」
と

張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

十
月
二
十
一
日

に
徳
島
県

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

終
了
式
で
の
発
表
会
を
、
み
ん

な
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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情 報アア ラ カ ル ト

お
知
ら
せ

9月30日 ９月20日 ９月14日 ９月６日

★
運
動
会

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
運
動
会
ダ
ン
ス
と
体
操
を
し
よ
う

★
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
等

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
厚
生
保
護
女
性
会
来
所

★
運
動
会
ダ
ン
ス
と
体
操
を
し
よ
う

★
祖
父
母
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う

★
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
し
よ
う

★
紙
コ
ッ
プ
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
ろ
う

★
運
動
会
ダ
ン
ス
と
体
操
を
し
よ
う

★
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
等

時

間

午
前
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所

（
園
庭
お
よ
び
リ
ズ
ム
室)

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

（
勝
浦
町
に
在
籍
し
、
家
庭
で
保

育
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談
事
業

時

間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

障
害
の
状
況
や
遠
隔
地
で
あ
る
理
由
に
よ

り
、
障
害
者
更
生
相
談
所
に
直
接
来
所
で
き

な
い
方
を
対
象
に
地
域
に
出
向
い
て
巡
回
相

談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
内
容

・
身
体
障
害
者
の
補
装
具
（
補
聴
器
）
の
交

付
を
受
け
た
い
。

・
給
付
さ
れ
た
補
聴
器
の
適
合
判
定
を
受
け

た
い
。

・
身
体
障
害
者
の
施
設
を
利
用
し
た
い
。

・
身
体
障
害
者
福
祉
の
諸
制
度
に
つ
い
て
知

り
た
い
。

相
談
科
目

耳
鼻
科

日

時

九
月
二
十
五
日

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

相

談

料

無
料

申

込

先

勝
浦
町
福
祉
課（

４
２
）１
５
０
２

申
込
期
限

九
月
十
五
日

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
の

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

★
九
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

国民文化祭プレイベントの花づくり

朝
夕
の
涼
し
さ
に
、
厳
し
か
っ
た
猛

暑
も
一
段
落
し
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
こ
の

夏
は
「
花
も
大
変
、
水
や
り
も
大
変
」

で
、
ク
タ
ク
タ
に
な
っ
た
人
も
多
か
っ

た
の
で
は
。

今
月
は
、
花
芽
が
出
て
樹
形
を
整
え

る
最
終
段
階
。
来
月
の
中
下
旬
に
は
花

が
咲
き
揃
う
よ
う
、
管
理
を
十
分
お
願

い
し
ま
す
。

花
の
管
理

①
水
や
り

残
暑
で
強
い
日
差
し
が
続
く
と
き
は
、

乾
燥
し
ま
す
の
で
、
毎
日
水
や
り
を
し

て
く
だ
さ
い
。

②
肥

料

九
月
に
一
度
、
ア
ブ
ラ
カ
ス
か
配
合

肥
料
を
、
一
鉢
に
大
サ
ジ
で
三
カ
所
く

ら
い
に
わ
け
て
し
て
く
だ
さ
い
。

③
消

毒

消
毒
は
、
病
害
虫
の
発
生
や
葉
が
極

端
に
変
色
し
た
と
き
に
、
ダ
イ
セ
ン
や

オ
ル
ト
ラ
ン
な
ど
を
散
布
し
て
く
だ
さ

い
。

④
芽
切
り
の
ス
ト
ッ
プ

九
月
か
ら
は
、
花
芽
が
出
ま
す
の
で

芽
切
り
は
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。

仕
上
が
り
が
丸
く
（
約
三
十
㎝
）
な

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
と
び
出
た
枝
は

ハ
サ
ミ
で
切
る
。

菊
苗
の
交
換

菊
の
苗
が
枯
れ
た
り
、
生
育
が
悪
く

間
に
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、

交
換
し
ま
す
の
で
、
生
名
・
人
形
会
館

の
北
側
入
口
の
西
に
、
六
号
の
白
鉢
に

菊
の
花
を
植
え
て
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
枯
れ
た
り
弱
い
苗
と
自
由
に
交
換

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

人
形
と
花
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
（
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

（
４
２
）３
３
０
０

勝
浦
町
産
業
建
設
課（

４
２
）１
５
０
５

▲勝浦会館のクフエア

▲芽切りをした菊

大
き
く
な
～
れ
！



８

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

始
ま
り
ま
す
！

今
年
も
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
こ
の
運
動
時
期
か
ら
年
末
に
か
け

て
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
死
亡
事
故
が

急
増
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

地
域
、
家
庭
、
職
場
で
、
積
極
的
に
こ
の

運
動
に
参
加
し
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

県
民
総
ぐ
る
み
で
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

期

間
平
成
十
八
年
九
月
二
十
一
日

～

三
十
日

ま
で

運
動
重
点
は

★
特
に
、
高
齢
者
、
子
ど
も
を
対
象
と

し
た
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

日
没
時
間
の
急
激

な
早
ま
り
と
と
も
に
、

事
故
が
多
発
す
る
夕

暮
れ
時
と
、
視
認
性

が
低
下
し
重
大
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に

あ
る
夜
間
の
自
転
車

乗
車
中
の
事
故
を
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

★
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

★
飲
酒
運
転
等
無
謀
運
転
の
追
放

九
月
十
一
日
は

警
察
相
談
の
日
で
す
！

か
け
て
安
心

＃

９
１
１
０

徳
島
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
徳

島
市
万
代
町
の
警
察
本
部
内
に
あ
り
ま
す
。

平
日
の
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
六
時

ま
で
は
、
専
門
の
相

談
係
が
対
応
し
て
い

ま
す
。

九
月
は
、
秋
の
家
出
少
年
・

福
祉
犯
被
害
少
年
の
発
見

保
護
活
動
を
強
化
し
ま
す

夏
休
み
も
終
わ
り
、
少
年
の
家
出
や
福
祉

犯
被
害
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。

家
出
中
の
少
年
、
少
女
が
生
活
費
に
困
り
、

出
会
い
系
サ
イ
ト
等
を
利
用
し
て
暴
力
団
や

素
行
不
良
者
等
か
ら
性
的
被
害
を
受
け
た
り
、

風
俗
関
係
の
店
で
働
か
せ
る
等
福
祉
犯
被
害

者
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

警
察
で
は
、
早

期
に
こ
れ
ら
の
少

年
を
発
見
し
、
保

護
す
る
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

期

間

平
成
十
八
年
九
月
中

重
点
推
進
事
項

・
家
出
少
年
等
の
発
見
保
護
活
動
の
強
化

・
福
祉
犯
被
害
少
年
の
発
見
保
護
活
動
の
強
化

・
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

高齢者交通安全三原則

○歩道や路側帯での正しい通行
の励行

○横断時の右・左の安全確認

○明るい服装、反射材の着用

忘れていませんか？
“シートベルト”

最
近
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

閉
じ
こ
も
り
が
体
力
低
下
や
認
知
症

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

み
か
ん
の
郷
で
は

”
自
分
ら
し
く
生

き
生
き
と
家
で
生
活
す
る
こ
と
を

“
目

標
に
介
護
予
防
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
で
身
体
機
能
の
改

善
や
物
忘
れ
の
改
善
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

知
人
と
の
交
流
、
会
話
で
頭
の
働
き

が
良
く
な
り
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
、
手
芸
、
ゲ
ー
ト
な
ど
趣

味
活
動
を
行
う
こ
と
で
生
き
が
い
作

り
が
で
き
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

外
出
（
お
接
待
な
ど
）
な
ど
に
参
加

す
る
こ
と
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
持

て
ま
す
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
み
か
ん
の
郷
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

問
い
合
わ
せ

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

み
か
ん
の
郷

（
喜
楽
苑
・
オ
レ
ン
ジ
荘
に
併
設
）

勝
浦
町
棚
野
字
竹
国
一
三
ー
一

（
４
２
）３
７
０
０

利
用
料
金

一
日

一
〇
〇
〇
円

（
外
出
時
は
別
途
実
費
必
要
）

９月の猟銃の講習会開催日

経験者講習の日

９月13日 徳島西警察署
９月25日 小松島警察署

※初心者講習は９月には
ありません。

�

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

み
か
ん
の
郷
の
紹
介



９

日
時
・
場
所

十
一
月
～
十
九
年
二
月
に
か
け
て
、
実

技
試
験
と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

職

種

配
管
な
ど
三
十
六
職
種

申
し
込
み

九
月
二
十
五
日
～
十
月
六
日
ま
で
に
、

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会
、
徳
島
・
阿

南
・
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
、
鳴
門
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
牟
岐
町
商
工
会
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
職
業

能
力
開
発
協
会

０
８
８（
６
６
３
）２
３

１
６
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

～
心
が
つ
く
る
人
生
～

日

時

九
月
二
十
七
日

～

二
十
九
日

午
後
七
時
二
十
分
～
九
時
四
十
分

会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講

師
（
財
）モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育

講

師

寺
西

修
三
（
兵
庫
県
在
住
）

福
田

義
男
（
岐
阜
県
在
住
）

参
加
費

二
千
円
（
家
族
割
引
・
二
人
目
か

ら
千
円
、
学
生
・
千
円
）

申
込
先

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

生
名
（
花
房

恒
夫
さ
ん
方
）

（
４
２
）３
９
０
２

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
」

の
九
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、
親
も
子

供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児
（
家
庭
で
保
育
さ
れ

て
い
る
子
供
と
保
護
者
）
並
び
に

妊
婦
さ
ん

八
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

八
月
八
日

こ
ど
も
た
ち
が
作
っ
た
お
み

こ
し
を
み
ん
な
で
か
つ
ぎ
ま
し
た
。

九
月
の
活
動
内
容

九
月
は
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
消
防

署
見
学
を
実
施
し
ま
す
。

五
日

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

十
二
日

消
防
署
見
学（
雨
天
の
場
合
中
止
）

十
九
日

お
母
さ
ん
の
お
料
理
教
室

（
変
わ
り
寿
し
を
し
ま
す
）

二
十
六
日

か
ら
だ
を
つ
か
っ
て
あ
そ
ぼ
う

※
九
月
十
二
日
お
よ
び
十
九
日
の
活
動
は
申

込
み
が
必
要
で
す
。
九
月
八
日

ま
で
に

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

何
も
知
ら
な
い
、
何
も
出
来
な
い
こ
と
か

ら
始
め
る
の
で
す
。
楽
し
く
柔
道
の
け
い
こ

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

け
い
こ
を
つ
む
こ
と
に
よ
り
、
心
も
、
体

も
、
強
く
な
り
人
の
心
が
分
か
る
よ
い
子
に

な
り
ま
す
。

運
動
し
や
す
い
服
装
（
ト
レ
パ
ン
等
）
で

結
構
で
す
か
ら
、

誘
い
合
わ
せ
て
、

た
く
さ
ん
来
て
下

さ
い
。
見
る
だ
け

で
も
い
い
で
す
よ
。

日

時

九
月
五
日

午
後
七
時
よ
り

場

所

横
瀬
小
学
校
体
育
館

英
会
話
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
今
年
か
ら
、
勝
浦
中
学
校
の
英
語
指

導
助
手
エ
リ
ン
・
ラ
イ
エ
ン
ダ
イ
ク
さ
ん
で

す
。受

講
を
希
望
す
る
方
は
、
九
月
十
五
日

ま
で
に
教
育
委
員
会

（
４
２
）２
５
１
５
へ

お
申
込
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間

平
成
十
八
年
九
月
か
ら

平
成
十
九
年
六
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

コ
ー
ス

☆
初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
か
ら
八
時
ま
で

☆
中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
十
分
か
ら
九
時
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
人

（
募
集
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

対
象
者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
か
、
町
内
で
勤

務
さ
れ
て
い
る
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
年
間

を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方
。
（
学
生
の
方
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
。）

【
開
講
式
】

日

時

平
成
十
八
年
九
月
二
十
日

午
後
七
時
か
ら

場

所

勝
浦
町
図
書
館

二
階

視
聴
覚
室

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
九
月
行
事

柔
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

英
会
話
教
室
受
講
生

募
集
！

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

おそろいのハッピでバッチリ決まってるでしょ！
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町
営
住
宅
に
空
き
室
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
八
年
九
月
一
日

～

九
月
十
五
日

ま
で
の
間

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
優
先
入
居
ま
た
は

抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。）

募
集
住
宅
名

中
山
住
宅
（
中
山
）
一
戸
分

共
通
募
集
資
格

町
内
に
住
所
又
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
方

ま
た
、
現
在
町
外
に
す
ん
で
い
る
方
で
あ
っ

て
も
入
居
決
定
後
本
町
に
住
所
を
移
し
引

き
続
き
生
活
を
さ
れ
る
方
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ
と

（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十
万
円

以
下
）

原
則
と
し
て
、
単
身
者
の
方
は
入
居
で
き

ま
せ
ん
。

家
賃
及
び
敷
金
を
支
払
い
す
る
能
力
を
有

す
る
方

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

犬
猫
等
入
居
者
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃

家
賃
は
、
入
居
者
全
員
の
所
得
額
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
一
月
一
二
六
〇
〇
円
か
ら

二
〇
九
〇
〇
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
月
分
が

必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る
費
用

等
は
、
入
居
者
の
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
八
年
十
月
一
日

予
定

そ

の

他
選
考
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
町
町
営
住
宅

設
置
及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る
。

★
問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

町
営
住
宅

入
居
者
募
集
！

あ
る
日
突
然
、
使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料

サ
イ
ト
の
利
用
料
金
な
ど
の
請
求
を
送
り
つ

け
て
く
る
架
空
請
求
に
よ
る
被
害
が
増
え
て

い
ま
す
。

架
空
請
求
の
内
容
は
、
サ
イ
ト
管
理
者
や

債
権
回
収
業
者
を
装
っ
た
者
が
、
支
払
い
を

請
求
し
て
く
る
も
の
で
す
。

※
１

他
人
の
債
権
を
回
収
で
き
る
の
は
、

弁
護
士
と
、
法
務
省
の
許
可
を
受
け
た
株

式
会
社
だ
け
で
す
。
ま
た
、
法
務
省
の
許

可
を
受
け
た
株
式
会
社
が
回
収
で
き
る
債

権
は
限
ら
れ
て
い
て
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

な
ど
の
通
信
料
金
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
２

「
電
子
消
費
者
契
約
民
法
特
例
法
」

と
い
う
法
律
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
３

「
法
務
省
認
可
通
達
書
」
と
い
う
文

書
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
４

連
絡
し
な
い
だ
け
で
「
裁
判
所
へ
の

出
廷
」
と
な
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。

※
５

理
由
も
な
く
「
強
制
執
行
」
が
行
わ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
６

「
法
務
省
認
可
特
殊
法
人
」
と
い
う

法
人
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
７

実
際
に
存
在
し
な
い
住
所
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、

「
千
代
田
区
」
に
「
四
丁
目
」
は
あ
り
ま

せ
ん
。

消
費
者
の
豆
知
識

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

架
空
請
求
！

最 終 通 知

この度ご通知致しましたのは、貴方が以前ご利用

された「情報通信料金未納分」について、ご利用

通信会社様からご依頼を受けました※１ので、至急

当社までご連絡ください。

尚、「電子消費者契約民法特例法※２」上、法務省認

可通達書※３となっておりますので、どう事務所に

お客様からのご連絡なき場合には、やむを得ず裁

判所からの書類通達後、指定の裁判所へ出廷※４

となります。

また、裁判所の措置と致しましては、給与差し押さ

え及び動産物差し押さえを強制執行※５させてい

ただきます。

裁判所取り下げ最終期日 平成16年○月○日

担当 090-○○○○-○○○○

法務省認可特殊法人※６ ○○債権回収

〒160-0000 東京都千代田区４丁目※７○番○○

身に覚えがない、こんなハガキ

電話をかけさせよう
とする

脅し文句です

緊急のように見せ

かける

デタラメです
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国保と医療費

高額療養費の自己負担限度額が変わります!
同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額になった場合、申請

をして認められると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費として支給されます。今回の改正

で、70歳未満の人は下表のように自己負担限度額が一部引き上げられます。

平成18年９月30日まで

自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降※２

一般

72,300円＋
医療費が241,000円を
超えた場合は、その超
えた分の１％を加算

40,200円

上位所得者
※１

139,800円＋
医療費が466,000円を
超えた場合は、その超
えた分の１％を加算

77,700円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

※１ 基礎控除後の総所得金額などが670万円（平成18年10月からは600万円）を超える世帯
※２ 過去12か月間に、一つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額

平成18年10月１日から

自己負担限度額（月額）

３回目まで ４回目以降※２

一般

80,100円＋
医療費が267,000円を
超えた場合は、その超
えた分の１％を加算

44,400円

上位所得者
※１

150,000円＋
医療費が500,000円を
超えた場合は、その超
えた分の１％を加算

83,400円

住民税
非課税世帯 35,400円 24,600円

各種届出は14日以内に！

国保に加入するとき･やめるとき国保に加入する人（被保険者になる人）

職場の健康保険（健康保険組合、共済組合等）に
加入している人、生活保護を受けている人以外はす
べての人が国保の加入者（被保険者）になります。

加入は世帯ごと…国保では、大人や子どもの区別な
く、一人ひとりが被保険者ですが、加入は世帯ごと
で行い、世帯主がその届け出をします。

お店などを経営し
ている自営業の人

パート、アルバイトなどを
していて、職場の健康保険
などに加入していない人

退職して職場の健康
保険などをやめた人
とその家族

農業、漁業などに
たずさわっている人

外国人登録をしていて、職場
の健康保険などに加入せず、
日本に１年以上滞在する人

国保に加入するとき

・職場の健康保険などを
やめたとき（退職日の翌日）

・他の市区町村から転入した日

・子どもが生まれた日

・生活保護を受けなくなった日

→保険税は届け出を
した日からではなく、
資格を得た月から納
めるので、加入した
月までさかのぼって
払うことになります。

→保険証がないため
その間の医療費は、
やむを得ない場合を
除き全額自己負担に
なります。

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

国保をやめるとき

・職場の健康保険などに
加入した日の翌日

・他の市区町村へ転出した日
（国外は転出日の翌日）

・死亡した日の翌日

・生活保護を受けはじめた日

→保険証が手元にあ
るため、うっかり使っ
て診療を受けると、
国保が負担した医療
費はあとで返してい
ただくことになりま
す。
→他の健康保険など
に加入したのに、届
け出が遅れると、国
保税が二重払いにな
りますので、ご注意
ください。

や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
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私
は
最
近
、
障
害
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
は
、
五
月
の
あ
る
日
曜
日
の
こ
と
で

し
た
。
私
は
週
末
、
徳
島
駅
の
近
く
に
あ
る

塾
に
通
っ
て
い
る
た
め
、
い
つ
も
の
よ
う
に

○
○
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
に
乗
っ
て
徳
島
へ
向
か
う

と
こ
ろ
で
し
た
。

徳
島
駅
に
着
い
て
列
車
か
ら
降
り
よ
う
と

し
た
と
き
、
私
の
と
な
り
に
白
い
杖
を
持
っ

た
男
の
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
人
は
目
が
見

え
な
い
よ
う
で
、
と
て
も
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い

て
、
出
口
の
段
差
に
足
を
踏
み
外
し
そ
う
な

感
じ
で
し
た
。

私
の
周
り
の
人
は
、
そ
の
男
の
人
を
ち
ら
っ

と
見
る
だ
け
で
、
何
も
せ
ず
に
我
先
に
と
、

通
り
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
私
は
、
そ
の
人
が

気
に
な
っ
て
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
と
、

一
人
の
男
性
が
そ
ば
に
来
て
、

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
、
す
ぐ
に
そ
の
人
の
手

を
ひ
い
て
い
ま
し
た
。

私
は
「
あ
～
、
よ
か
っ
た
」
と
心
の
中
で

ほ
っ
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
塾
へ
向
か
い
ま
し

た
。

で
も
塾
に
向
か
う
途
中
、
歩
き
な
が
ら
私

は
、
あ
の
時
の
自
分
の
心
の
迷
い
と
、
声
を

か
け
た
あ
の
男
性
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
い

ま
し
た
。

な
ぜ
私
は
、
あ
の
と
き
、
す
ぐ
に
声
を
か

け
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
杖

を
つ
く
男
の
人
の
手
を
ひ
い
て
一
緒
に
降
り

る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。

だ
ぶ
ん
、
大
勢
い
る
人
の
中
、
声
を
か
け

る
こ
と
が
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
道
ば
た
で
そ
の
男
の
人
が
一

人
で
困
っ
て
い
て
、
そ
の
場
に
私
し
か
い
な

か
っ
た
と
し
た
ら
、
私
は
迷
わ
ず
声
を
か
け

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
大
勢
の
人
の

中
で
は
、
な
か
な
か
勇
気
が
出
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
勇
気
は
、
大
き
な
勇
気
で
は
な
く
、
ほ

ん
の
少
し
の
勇
気
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

の
ち
ょ
っ
と
の
勇
気
が
私
に
は
な
か
っ
た
の

で
す
。

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
私
は
た
く
さ
ん
の
人

が
周
り
に
い
る
か
ら
、
誰
か
が
そ
の
人
に
声

を
か
け
る
だ
ろ
う
、
誰
か
が
そ
の
人
を
助
け

て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
周
り
に
期
待
し
て
い
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
一
人
の
男

性
が
現
れ
、
手
助
け
を
し
、
心
の
中
で
、
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
気
持
ち
が
私
の
中

で
、
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
。

一
番
の
原
因
は
、
そ
の
人
が
「
目
が
見
え

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
の
心
の
中
で
あ

や
ま
っ
た
考
え
方
で
、
そ
の
人
を
違
っ
た
目

で
見
て
い
た
こ
と
で
す
。
み
ん
な
、
こ
の
人

が
「
目
が
見
え
な
い
」
と
分
か
っ
た
か
ら
、

何
も
気
に
せ
ず
、
通
り
す
ぎ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
「
障
害
者
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
の

中
に
も
心
の
障
害
が
無
意
識
に
生
ま
れ
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

道
徳
の
時
間
、
「
そ
こ
に
僕
は
い
た
」
と

い
う
文
章
を
読
ん
で
み
ん
な
で
障
害
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

僕
の
友
達
「
あ
ー
ち
ゃ
ん
」
は
、
幼
い
と

き
に
子
猫
を
助
け
よ
う
と
し
て
列
車
に
は
ね

ら
れ
、
片
足
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
た
ち
は
、

「
あ
の
子
は
、
体
が
不
自
由
だ
か
ら
、
一
緒

に
遊
ぶ
と
き
は
気
を
つ
け
る
の
よ
」
と
か
言
っ

て
、
偏
見
の
目
で
見
て
い
ま
し
た
。
ど
ん
な

と
き
で
も
、
自
分
の
力
で
何
事
も
や
り
と
げ

よ
う
と
す
る
「
あ
ー
ち
ゃ
ん
」
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
窪
み
に
は
ま
っ
て
し
ま
い
、
悪
戦
苦

闘
し
て
い
た
と
き
、
僕
は
本
当
に
自
然
に
手

を
差
し
出
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
不
思

議
な
こ
と
に
、
あ
ー
ち
ゃ
ん
も
僕
の
手
を
握

り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
本
当
の
助
け
合
い
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
障
害
を
意
識
せ
ず
、
本
当
に
相
手
が

困
っ
て
い
る
と
き
に
、
手
を
さ
し
の
べ
る
、

無
意
識
に
行
動
で
き
る
こ
と
こ
そ
、
心
の
障

害
を
越
え
た
本
当
の
思
い
や
り
だ
と
思
い
ま

す
。私

は
、
今
度
街
で
、
そ
う
い
う
人
を
見
か

け
た
ら
自
然
に
手
を
伸
ば
せ
る
人
間
に
な
り

た
い
で
す
。

徳
島
地
方
法
務
局
・
徳
島
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

平
成
十
七
年
度
全
国
中

学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大

会
入
賞
作
品
集
よ
り

か
た
り
あ
う

ペ
ー
ジ

心
の
障
害
を
な
く
し
て
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青
春
も
恋
愛
も
な
く
嫁
ぎ
来
て
六
十
余
年
を
夫
と
歩
み
ぬ

棚
野

田

中

茂

子

夕
暮
れ
を
戻
れ
ば
部
屋
に
灯
の
入
り
て
厨
明
る
く
嫁
の
声
す
る

中
山

栗

城

絹

栗
の
花
咲
き
て
か
が
よ
う
峡
の
道
通
る
人
な
く
青
き
風
吹
く

立
川

堀

梅

子

吾
が
作
り
し
野
菜
は
嫁
の
手
料
理
で
彩い

ろ

あ
ざ
や
か
に
食
卓
飾
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

団
塊
の
世
代
を
生
き
来
し
息
子
か
ら
五
十
九
歳
と
聞
け
ば
寂
し
も

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

百
姓
と
は
土
を
耕
す
こ
と
な
る
か
雑
草
の
畑
に
鍬
深
く
打
つ

坂
本

木

下

茂

子

茄
子
・
胡
瓜
夏
を
呼
び
い
る
苗
売
場
育
て
る
知
恵
を
教
わ
り
て
お
り

横
瀬

丸

関

朋

子

地
下
足
袋
の
老
い
ら
の
交
わ
す
土
地
訛
村
の
朝
市
賑
わ
い
て
お
り

生
名

柳

田

末

子

釣
り
場
所
を
得
る
た
め
車
で
眠
る
と
い
う
鮎
解
禁
の
明
日
待
つ
人

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

道
の
辺
に
釣
り
見
物
を
す
る
人
等
共
に
鮎
釣
り
楽
し
ん
で
お
り

横
瀬

日

下

克

子

コ
ン
ビ
ニ
に
佇
ち
て
経
読
む
女
遍
路
の
鉄
鉢
の
中
の
コ
イ
ン
疎
に

生
名

岩

本

敏

子

路
地
裏
は
夕
餉
の
匂
い
漂
い
て
夫
思
い
つ
つ
近
道
を
す
る

横
瀬

桜
木
千
代
子

草
を
刈
る
吾
を
励
ま
し
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
女
グ
ル
ー
プ
手
を
振
り
て
過
ぐ

中
山

山

下

房

雄

山
の
端
を
登
り
来
る
満
月
仰
ぎ
つ
つ
戦
な
き
地
に
生
く
る
清す

が

し
さ

横
瀬

廣
安
美
枝
子

お
茶
を
出
す
湯
呑
み
の
模
様
は
同
じ
で
も
君
の
湯
呑
み
へ
茶
柱
を
立
て
る

棚
野

田

中

久

子

亡
夫
と
旅
せ
し
万
里
の
長
城
映
り
い
て
感
動
新
た
に
昔
を
恋
う
る

横
瀬

林

と
み
え

「
徳
島
産
」の
ひ
び
き
が
よ
く
て
懐
か
し
く
数
多
の
産
地
の
中
よ
り
選
ぶ

棚
野

殿

川

早

苗

過
ぎ
去
り
し
良
き
日
悪
し
き
日
押
し
な
べ
て
今
平
凡
に
暮
せ
る
吾
ら

坂
本

菅
内
久
美
子

待
ち
か
ね
て
朝
早
く
来
し
釣
人
よ
き
ら
り
と
光
る
勝
浦
の
鮎

中
山

猪
谷
喜
美
代

こ
ん
な
に
も
綺
麗
な
月
の
夜
な
の
に
亡
夫
は
何
処
で
眺
め
て
い
る
や

横
瀬

平
山
美
千
江

過
疎
の
村
は
隣
り
同
志
の
寄
り
合
い
て
月
見
の
宴
を
共
に
楽
し
む

横
瀬

西

蔭

達

男

父
母
眠
る
墓
地
ま
で
の
道
梅
雨
に
濡
れ
ピ
ン
ク
と
紫
の
紫
陽
花
咲
け
り

坂
本

山

口

昭

市

人
の
道
踏
み
は
ず
す
者
多
き
世
に
こ
の
譲
ら
れ
し
席
の
温ぬ

く

か
り

棚
野

島

つ
と
む

過
疎
と
な
り
黄
金
の
み
か
ん
も
廃
園
に
祖
父
の
時
代
は
忘
れ
去
ら
れ
る

坂
本

平

尾

智

男

吾
が
町
を
く
ま
な
く
照
ら
す
月
明
か
り
吾
子
住
む
ド
イ
ツ
の
国
ま
で
照
ら
す

中
山

溝
内
喜
美
代

早
く
起
き
田
の
水
守
る
は
老
い
の
役
目
健
や
か
な
れ
ば
楽
し
み
と
す
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

人
生
を
た
だ
一
筋
に
七
十
半な

か

ば
夫
の
背
に
射
す
泊
ま
り
の
夕
陽

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

九
月
五
日
締
め
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中

田
万

里

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山
香

月

次
回
作
品
募
集

松

並

武

夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

〈
選
後
に
〉

今
年
の
夏
は
ず
い
ぶ
ん
暑
い
。
連
日
の
猛
暑
に
は
考
え
る
こ
と
が
億

劫
と
な
り
、
い
い
作
品
が
出
来
に
く
い
も
の
だ
が
、
今
回
の
「
か
つ
う

ら
歌
壇
」
は
と
て
も
よ
い
歌
ば
か
り
が
揃
っ
て
い
て
す
ば
ら
し
い
。

ま
ず
、
田
中
茂
子
さ
ん
の
歌
に
は
、
戦
争
の
時
代
を
生
き
て
、
「
青

春
」
も
「
恋
愛
」
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
結
婚
し
、
い
ま
そ
の
夫
と
六
十

余
年
の
人
生
を
歩
い
た
と
の
感
慨
を
歌
っ
た
。
特
に
昭
和
一
ケ
タ
生
ま

れ
の
人
た
ち
は
青
春
を
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
。
今
の
六
十
代
、
七
十
代
、

八
十
代
の
人
た
ち
が
い
ち
ば
ん
淋
し
い
青
春
を
生
き
て
来
た
の
で
は
な

い
か
。
次
に
、
栗
城
絹
さ
ん
の
歌
に
は
、
な
つ
か
し
い
ま
で
も
の
人
の

温
も
り
が
あ
る
。
夕
方
に
外
か
ら
帰
っ
て
来
た
時
の
わ
が
家
の
明
か
り

を
見
つ
け
た
う
れ
し
さ
。
近
づ
い
て
み
る
と
「
厨
（
炊
事
場
）
に
明
る

く
嫁
の
声
す
る
」
が
と
て
も
よ
い
。
堀
梅
子
さ
ん
の
歌
は
、
通
る
人
の

な
い
山
峡
の
道
の
、
栗
の
花
の
か
が
よ
い
が
さ
わ
や
か
で
美
し
く
、

「
青
き
風
吹
く
」
が
初
夏
の
季
節
を
巧
み
に
表
現
し
て
見
事
で
あ
る
。

次
に
森
脇
ア
ヤ
子
さ
ん
の
歌
に
は
、
お
姑
さ
ん
の
作
っ
た
野
菜
を
お
嫁

さ
ん
手
料
理
で
「
彩い

ろ

あ
ざ
や
か
に
」
食
卓
を
飾
っ
た
楽
し
い
一
家
団
欒

の
し
あ
わ
せ
な
姿
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
中
田
ヤ
ス
エ
さ
ん
の
歌
に
は
、

戦
後
間
も
な
く
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
時
代
に
、
一
ぺ
ん
に
多
く
の
赤
ち
ゃ

ん
が
生
ま
れ
た
そ
の
人
た
ち
を
「
団
塊
の
世
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

そ
の
時
代
に
生
ま
れ
た
中
田
さ
ん
の
息
子
さ
ん
が
早
や
五
十
九
歳
に
も

な
っ
た
と
い
う
驚
き
と
自
分
の
年
齢
と
を
思
い
返
し
て
「
寂さ

び

し
も
」
と

詠
嘆
し
た
と
こ
ろ
の
歌
ご
こ
ろ
の
す
ば
ら
し
さ
が
よ
い
。
そ
の
他
に
も

木
下
茂
子
、
丸
関
朋
子
、
柳
田
末
子
、
川
田
タ
マ
ヱ
、
日
下
克
子
さ
ん

ら
の
歌
に
新
鮮
な
「
歌
人
の
眼
」
と
詩
情
を
感
じ
た
。

さ
て
、
今
回
も
勝
浦
町
出
身
の
歌
人
の
作
品
を
紹
介
し
よ
う
。

今

昔

小
松
島
市

西

照

子

稼
勢
山
は
雨
け
ぶ
り
つ
つ
一
幅
の
墨
絵
と
な
り
て
暮
れ
残
り
た
り

勝
浦
川
水
に
な
づ
さ
ふ
藻
は
見
え
て
流
年
暮
歯
や
お
ろ
そ
か
な
ら
ず

一
期
一
会
の
お
遍
路
さ
ん
と
通
ふ
も
の
あ
り
て
鶴
林
寺
へ
の
道
登
り
ゆ
く

佇
ち
つ
く
し
を
れ
ば
一
本
の
木
と
な
ら
む
古
里
の
森
よ
陽
は
透
り
く
る

今
昔
の
思
ひ
ほ
の
か
に
夕
映
え
て
か
ご
め
か
ご
め
の
唄
は
杳
け
し

西
照
子
さ
ん
は
、
生
比
奈
の
中
角
の
出
身
で
、
い
ま
小
松
島
市
田
浦

町
原
田
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
。
長
ら
く
勝
浦
町
の
商
工
会
議
所
に
勤
務

さ
れ
て
い
た
。
西
さ
ん
の
歌
人
と
し
て
の
活
躍
は
古
く
、
戦
後
間
も
な

く
作
歌
を
は
じ
め
、
勝
浦
歌
壇
の
創
立
者
の
一
人
で
も
あ
り
、
「
や
ま

な
み
文
芸
」
「
横
瀬
短
歌
」
な
ど
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
中
央
歌

誌
の
「
作
風
」
で
活
躍
し
作
風
賞
を
受
賞
。
ま
た
徳
島
で
も
徳
島
歌
人

賞
を
受
賞
。
現
在
は
「
南
海
歌
人
」
の
幹
部
同
人
と
し
て
活
躍
中
で
あ

り
、
勝
浦
町
出
身
の
最
も
勝
れ
た
女
流
歌
人
で
あ
る
。
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の保健行事
日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

５ 火 巡 回 結 核 検 診 次頁の日程表をご覧ください

７ 木 運 動 教 室 ９:00～11:00 棚 野 集 会 所 住民
運動のできる
服装

11 月 ポリオ生ワクチン投与 13:00～13:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成10年３月12日～
平成18年６月11日ま
でに生まれた子で２
回受けていない子

予診票
母子健康手帳

ほか

14 木

健 康 相 談 ９:30～
生名センター

住民 健康手帳介 護 教 室 10:30～

健 康 相 談 13:30～ 久 国 集 会 所

20 水 巡 回 結 核 検 診 次頁の日程表をご覧ください

22 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成15年３月１日～
６月30日までに
生まれた子

予診票
母子健康手帳

29 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年５月１日～
10月31日までに
生まれた子

母子健康手帳

みんなの健康

十
月
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
を

七
歳
未
満
児
ま
で
拡
大
し
ま
す

勝
浦
町
で
は
、
こ
れ
ま
で

通
院
・
入
院
に
つ
い
て
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
の

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
十
月
一
日
か
ら
、

助
成
対
象
を
通
院
・
入
院
と

も
に
七
歳
未
満
の
乳
幼
児
等

ま
で
拡
大
し
ま
す
。

※
食
事
療
養
費
の
助
成

も
う
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
年
齢
拡
大
に
よ
り

新
た
に
助
成
の
対
象
に
な
る
方

平
成
十
一
年
十
月
二
日
～
平
成

十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で
、
九

月
一
日
現
在
勝
浦
町
に
住
民
票
が

あ
る
乳
幼
児
等
の
い
る
世
帯
に
は

申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
申

請
書
に
記
入
・
押
印
し
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
役
場
福
祉
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

［
対

象
］

平
成
十
一
年
十
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
、
勝
浦
町
に
住
民
票
が
あ

る
乳
幼
児
等
。
た
だ
し
、
該
当
す

る
乳
幼
児
等
の
名
前
が
健
康
保
険

被
保
険
者
証
に
記
入
さ
れ
て
い
る

こ
と
。
な
お
、
助
成
が
受
け
ら
れ

る
の
は
七
歳
に
達
す
る
日
の
属
す

る
月
の
末
日
ま
で
で
す
。
平
成
十

二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
方

に
つ
い
て
は
、
既
に
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対

象

０
歳
児

１
歳
児

２
歳
児

３
歳
児

４
歳
児

５
歳
児

６
歳
児

通 院 保険適用内の自己負担を助成

入 院 保険適用内の自己負担を助成

勝
浦
病
院
で
は
次
の
と
お

り
糖
尿
病
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

勝
浦
病
院
二
階研

修
室

時

間

午
後
二
時
か
ら

一
時
間
程
度

費

用

無
料
で
す

そ
の
他

申
込
み
は
不
要
で
自
由
参

加
で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
病
院

４
２-

２
５
５
５

糖
尿
病
教
室
開
催
の

お
知
ら
せ

日 担 当 内 容

５日 上村医師 糖尿病について

12日 坂口栄養士 食事について

19日 正瑞薬剤師 薬について

26日 亀山看護師長 一般生活と運動
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医療機関名 受付時間 注 意 事 項

勝浦病院

小児科

42－2555

月・金曜日

午前10時～

午後３時

予防接種を受けるには、あらかじめ電話での予約が必要です。予約の
申込みは月～金曜日の午後３時～５時です（ただし、土・日・祝日を
除く）。希望する接種日の１週間前までにお申し込みください。

感染症の予防には、予防接種が果たす役割が大きいことを十分理解し、
計画的に予防接種を受けましょう。

個別接種・集団接種の定期接種は無料です。

ただし、任意接種（定期接種の対象年齢外の人や、実施期間外に接種した場合）は、

接種料金が自己負担となります。次の料金を医療機関の窓口でお支払いください。

ＢＣＧ 5,000円 ３種混合 5，500円 ２種混合 4，500円

麻しん・風しん混合 9，950円（１回につき） 日本脳炎 5，500円（１回につき）

お問い合わせは 勝浦町福祉課 保健師 （42）1502

接種料金

について

★ＢＣＧは、奇数月の第一月曜日の午後に実施しますが、祝祭日で休みの場合は振り替えて行います。

★ポリオは、役場から個人通知します。

予防接種法“麻しん・風しん”の改正についてお知らせ

《予防接種法の改正の趣旨》

麻しん・風しんの患者をなくすためで、１期で免疫がつかない人がいたり、

数年すると免疫が下がることなどにより２期制を導入することになりました。

平成18年４月１日前に、麻しん又は風しんの予防接種を受けた子について、

予防接種法が改正され、６月２日から次の人は予防接種の対象となります。

ア）第１期の予防接種…生後12月～生後24月未満の子

イ）第２期の予防接種…５歳以上７歳未満で小学校就学前１年間にある子

各種予防接種の実施について （平成18年４月１日～）

実施方法 実施月種 類 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

個別接種

Ｂ Ｃ Ｇ

３種混合（百日咳･ジフテリア･破傷風）

２種混合（破傷風･ジフテリア）

麻しん・風しん

日本脳炎

集団接種 ポ リ オ

検診料は無料です。受診される方は、ボタンや金具、刺しゅうのない服装でお越しください。

平成18年度 巡回結核検診日程表 ～年に一度は受診しましょう～

地区 場 所 時 間

坂本 消防詰所横 午前９:30～10:00

坂本
JA東とくしま農協
坂本事業所横

午前10:10～10:40

与川内 神子 勝さん宅前 午前10:50～11:20

横瀬 石木正一さん宅横 午前11:30～12:00

中山 中野 功さん宅前 午後１:00～１:30

星谷 国清 栄さん宅下 午後１:40～２:10

黒岩 勝浦会館駐車場 午後２:20～２:50

今山 ふれあい交流館 午後３:00～３:30

９月５日 ９月20日
地区 場 所 時 間

石原 山本基工事務所横 午前９:30～10:00

沼江 高田 治さん宅横 午前10:10～10:40

山西
JA東とくしま農協
生比奈支所

午前10:50～11:20

中角 農村婦人の家 午前11:30～12:00

生名 いちょうの木 午後１:00～１:30

久国 役場前 午後１:40～２:40

棚野 棚野集会所前 午後２:50～３:30

保
健
だ
よ
り

個別接種の委託医療機関



※登録している犬の場合は
印鑑と鑑札が必要です。

不用犬の引き取り日

９月 12日 ･26日

16

９月 ガラスビン収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

５日

（火）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ご み フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

12日

（火）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

中 山 集 会 所 前

16日

（土）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ごみフェンス横

26日

（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ごみフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

９月 あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表

収集日 地 区 設 置 場 所

４日

（月）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

11日

（月）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ごみフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ごみフェンス横

消 防 詰 所 横

19日

（火）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

浜 正 幸 さ ん 宅 西

大 井 堰 碑 の 前

25日

（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 Ｊ Ａ 跡 地

花 棚 信 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指
定
場
所
と
今
月
の
回
収
日

一
勝
浦
町
農
村
婦
人
の
家
敷
地
内

リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫
（
中
角
）

九
月
二
日

午
前
九
時
ま
で

二
勝
浦
町
民
体
育
館
裏
リ
サ
イ
ク
ル
保
管
庫（
横
瀬
）

九
月
九
日

午
前
九
時
ま
で

回
収
日
の
五
日
前
か
ら
指
定
場
所
に
置
け
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
ご
家
庭
で
保
管
く
だ
さ
い
。

古
紙
の
分
別
方
法

一

段
ボ
ー
ル

二

新

聞

紙

チ
ラ
シ
が
入
っ
て
い
る
の
は
大
丈
夫
で
す
。

そ
れ
以
外
（
広
報
等
）
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

三

古

本
（
雑
誌
）

同
じ
種
類
の
本
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。
厚
い
表
紙
は
破
っ

て
段
ボ
ー
ル
の
方
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
ボ
ー
ル
、
新
聞
紙
、
古
本
（
雑
誌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
も
で

縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
住
民
課

(

４
２)

１
５
０
１

ククリリーーンン情情報報

平成18年６月１日から飼

い猫・飼い犬の引取りが

有料化になっています。

ボランティアグループ

「勝浦を考える会」古紙の回収にご協力を
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白夜街道 今 野 敏

本朝金瓶梅 林 真理子

氷の人形（アイス・ドール） 森 村 誠 一

見えない貌 夏 樹 静 子

最勝王 服 部 真 澄

三国志傑物伝 三 好 徹

絵小説 皆 川 博 子

チェーホフを楽しむために 阿刀田 高

杉浦日向子の食・道・楽 杉浦日向子

草原の覇王チンギス・ハーン 津 本 陽

あなたにもできる悪いこと 平 安寿子

赤い指 東 野 圭 吾

カード・セキュリティのすべて 神 永 正 博

アクセサリークロッシェ 岩 切 恵 実

Ｂａｓｋｅｔｒｙ－いつもかごと一緒に－ 雅 姫

新着図書の一部紹介

講 師 大 西 智 城先生

演 題 「笑いと健康」

日 時 ９月22日 午前10時～

場 所 勝浦町図書館 ２階視聴覚室

会員以外の方も是非ご参加ください。

勝浦町読書振興協議会

講演会

トイレでタバコが発見さ

れる。遅刻の人数が増える。

これらの始まりの合図に教

師たちはまだ気づかない。

私たちの学校が崩壊しつつ

あることを。私には一体何

が出来るのだろうか･･････。

『幸福な食卓』の気鋭が綴る、

とびきりの青春小説！

温室デイズ

瀬尾まいこ

どうしようもなく、家族

は家族――うとましいけれ

ど憎めない、古ぼけてるか

ら懐かしい。変わらないよ

うで変わりゆく、谷島酒店

一家六人のアルバム。直木

賞受賞後初の長篇。

夜をゆく飛行機

角 田 光 代

★おはなし会

24日 午後２時から 図書館幼児室

小さなお子様を対象にした紙芝居の読

み聞かせです。ぜひいらして下さい。

９月の行事

★図書館が閉っている時の返却本は玄関横の
ブックポストに入れてください

★ ９ 月 ★
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

日本最後の《貧乏の

楽園》にようこそ！夢

を追い続ける自信はあ

りますか？ずっと貧乏

でいる覚悟はあります

か？演劇の聖地を舞台

に、夢を懸けて奮闘す

る劇団員たちの青春を

描く傑作長篇！

下北サンデーズ

石 田 衣 良

図書館だより
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まちのうごき
平成18年７月16日～平成18年８月15日（敬称略）

日 時 ９月14日 午後１時30分～４時30分

場 所 勝浦町農村環境改善センター１階 相談室

持参物 年金を受給していない方 年金手帳

年金を受給している方 年金証書

日 時 ９月９日 午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 ９月11日 午前８時30分～午後７時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談 ０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談 ０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで
※土・日・祝日を除く

休日年金相談

ねんきんダイヤル

ご利用ください！
出張年金相談所

時間延長年金相談

日 時 場 所 備 考

９月１日

９月８日

９月15日

９月22日

午後1時～4時30分

勝浦町住民福祉

センター１階

内 容

人権・行政・厚生

福祉

平日でも受付してお

りますので、お気軽

にお問い合わせくだ

さい。 (42)4652

心配ごと相談

９月交流講座ご案内

◎大正琴は初心者コースもあります。

◎申し込みをされていない方でもご参加ください。

◎問い合わせ先 勝浦会館 （42）3305

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座を
開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 14 ・21 午後 7:30～9:30

踊 り ６ ・13 ・20 午後 2:00～4:00

歌 謡 ７ ・21 午後 7:30～9:30

生け花 11 ・25 午後 7:30～9:30

大正琴 ７ ・15 ・21
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

人 口（平成18年７月31日現在）

世帯数 2,157戸

男性 3,098人

女性 3,351人

計 6,449人

出生 男 ２人 女 ０人 計 ２人

死亡 男 ３人 女 ４人 計 ７人

転入 男 ４人 女 ３人 計 ７人

転出 男 ２人 女 ２人 計 ４人

おくやみ申します

大字中角字東山 伊 丹 廣 惠（77歳）

大字棚野字織田 早川ヨシノ（99歳）

大字棚野字仮家 遠 藤 久 夫（85歳）

大字三溪字西岡 肥 田 勝 江（90歳）

大字三溪字西谷 椎 野 巽（85歳）

大字三溪字神谷 谷 本 一（76歳）

大字生名字北 尾 山 定 由（72歳）

ご結婚おめでとう

（ 大字星谷字大明神

香川県高松市

古 田 竜 二

田 中 翔 子

お誕生おめでとう

大字三溪字倉瀬 ）中 田 繁
有美子

長女 莉
り

緒
お

ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

９月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午後６時～翌朝午前９時 休日:午後７時～翌朝午前９時

善意ありがとうございました
（７月16日～８月15日）

武 田 治 雄 さん（生名） 樋 本 勝 信 さん（生名）

肥 田 信 夫 さん（与川内） 遠 藤 利 一 さん（棚野）

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。
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